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アジアに欧州のような統合の可能性はあるのか。パネリストの間には、独仏のような理

念的・哲学的基盤が、日中の間にあるかという点について否定的な見方が多く、むしろ日

中関係が経済偏重になっていることへの懸念が指摘された。しかし国際的な大きな構造改

革が進む中、アジア各国の多様性を生かしたうえで、覇権主義とは無縁の「アジア文化」

が生まれる可能性があり、まずは若い人々の交流によって足元を固めることで一致した。
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コール 日本と中国は、経済の面では非常

にグッドマッチ。日中は熱々だと、ほとん

どの日本の経営者たちも言います。でも経

済は、その原点、根本的な力は人間なので

す。これを日本人、中国人はどう考え、ど

ういう哲学で将来をつくりたいのか。実

は、ヨーロッパ、特にドイツとフランスの

統合は非常におもしろい。両国は18世紀か

ら何度も戦争を経験しましたが、第2次世

界戦争後、両国のリーダーが、戦争が起こ

らない構造をつくらねばならないと考えた。

ヨーロッパ統合は哲学からスタートしたの

です。

その点で、日中はどうか、議論したい。

その前に、馬さんは今、日本の経済構造改

革をどう見ていますか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

日本はポスト工業化に近い段階

馬 私は日本の構造改革については素人で

すが、日本は成熟した構造だと思います。

日本は工業化を通じて、ポスト工業化に近

い段階にあります。サービス業、特に情報

産業が大きな役割を果たす

ようになっています。問題

は産業、特に製造業が外国

に移ると同時に、それに代

わるよりよい国内のリソー

スをいかに掘り起こすかで

す。特に資本集約型の技術

の掘り起こしが大事です。

2点目は、伝統的な農業

をいかにして守るか、ある

いは、これを開放していく

かというジレンマに直面していると思いま

す。構造が成熟化しているもとで、農業問

題は経済問題であると同時に政治問題でも

あると思います。政治と経済的な利益のバ

ランスをどうとるかが大事です。農民への

保護を厚くすればするほど、ある種の市場

を失う。日本にとって、これが一番難題だ

ろうと思います。

3つ目の問題として、日本のサービス業

の発展は、製造業の安定、あるいは発展に

とってもカギだと思います。経済のグロー

バル化、情報化の中で、先進国は製造業の

製造基地を発展途上国に移していくでしょ

うが、製造業のアフターサービスは自国で

やるのかどうかという問題も出てきます。

日本の製造業は生産の海外へのアウトソー

シングでコストを下げていますが、生産の

前と後のサービス部分をどうするかという

問題です。

4点目は、日本が自分自身の構造調整だ

けに頼っていると、将来、日本の経済発展

は自国だけでは解決できなくなると思いま

す。やはりアジア、中国に目を向けるべき
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です。

コール 横山さん、日本と中国が一緒の将

来を作れるかについて、どう思いますか。

横山 私は、思想とか哲学とか文化とかい

う側面から語ってみたい。日中の人的交流

が大事だと言われてますが、それを裏付け

るような、どのくらい人が動いているの

か。世界の乗客の多い国際航空路線のトッ

プ5はアジアに集中しています。データ的

には香港－台北が450万人で、世界の断ト

ツ1位。その後はバンコク－香港、ソウ

ル－東京、香港－東京、バンコク－東京で

す。トップテンのうち5つがアジアにあり、

そのうち東京からは、バンコク、ソウル、

香港なのです。ところが、上海にも北京に

も飛んでいるのに、トップテンに入ってな

い。トップテンの中に北京や上海が入って

こなければいけないと思います。

次の問題として、私はフランスの田舎に

住んでいて、『ルモンド』を読んでいたら

通貨の問題が出ており、1ユーロ1.5ドルに

なりそうで、大変な問題だというのです。

その議論の根底にあるのは、ユーロ圏対ド

ル圏という二極構造で、円はマイナー、人

民元はまだまだという見方なのです。それ

に対して、日中を含めたアジア通貨とユー

ロ、ドルの三極構造になる、との議論もあ

る。これは気になる話です。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

米対欧州対日中という

覇権主義的発想が問題

しかし、一番気になる問題は覇権主義と

いうことです。要するに、アメリカ対ヨー

ロッパ対日中というような覇権主義的なと

らえ方をするのは非常にまずいのではない

のか。

思想的な問題として、覇権主義という所

から離れて物を考えることはできないのか。

世界の歴史で初めてといっていいぐらい覇

権主義でない大国の日本が存在しているの

に。

ところが、アメリカが世界を見るときに

覇権主義的にしか見られない。ジョセフ・

ナイ氏がソフトパワーという発想を打ち出

した。軍事的な抑圧ではなくて、もっと違

うアプローチがあるぞというものですが、

背景にあるのはソフトパワーによるヘゲモ

ニー、覇権主義なわけです。アメリカは覇

権主義という観念から抜けられない。

最近、デジタル技術にうまく乗った日本

の大衆文化がすごい影響力を世界的に持っ

ている。それを書いたダグラス・マクグレ

イは『ポケモン・ヘゲモン』というタイト

ルをつけたのですが、実際にポケモンをつ

くったり、ハローキティをつくった日本人

アジアに欧州並みの統合は可能か
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は、みんなヘゲモニー的な発想なんて全然

持ってない中小企業なのです。

旧通産省は、1970年代まで、いろいろな

産業の保護育成をしましたが、その中に漏

れていたのは大衆文化産業です。おかげで

徹底的に自由にアメリカ文化が入ってきた。

では、日本はアメリカ文化に徹底的に染ま

ってしまったかというと、そうではない。

これは中国と日本の関係も同じで、中国か

らいろいろ学んでいるけれども、文化とい

うのはそれぞれの国で非常に強い。しか

も、アジア諸国はすべて何千年の歴史の文

化を持っているから、そう簡単にアメリカ

文化で全部席巻されアメリカそのものにな

ってしまうことはない。自分の文化の力を

もっと信じたらどうかと思うわけです。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

「アジア人」という概念はあるか

「ヨーロッパ人」という概念が、ある種

の理想主義として存在すると思うのです。

今のEU憲法の問題を見ていると、現実は

そう簡単ではないが、理想主義としては

「ヨーロッパ人」というのがある。では、同

じように「アジア人」というのがあり得る

のか。

アジア諸国は、人口7000万人とか1億人

とか、非常に大きな国が多い。中国の13億

人に比べれば小さいが、人口的には大きな

国ばかり。それで「アジア人」というふう

な理想主義を掲げることができるのだろう

かということですね。

アジアというのはだれがつけたのかよく

知りませんが、ヨーロッパのようにジュデ

ィオ・クリスチャンの共通文化の中にいな

いわけです。宗教的にも文化的にも多様で

す。では、文化的な面でどういう理想主義

を掲げるか。「アジア人」という概念はあ

り得るのだろうかとなるのです。今のとこ

ろはないと思います。

役人対役人が議論していると、どっちも

日本と中国という政府を背負って議論して
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しまうので、どこか限界がある。ところが、

そうでない人たち、例えばアニメのクリエ

ーターなどの人の交流が出てきたら、それ

がある種のアジア的なものというごった煮

的な文化をつくるかもしれない。実際はも

う既にそういう傾向がある。その場合、日

本文化が席巻するということではなく、そ

れぞれの中からまた新しい特徴のあるもの

が出てくる。日本は、そうやってアメリカ

文化を活力にしたわけですが、そういうこ

とが各国で出来ないだろうか。その辺の文

化的自由さは、情報技術、特にデジタル技

術によって国境を越えてしまう可能性があ

る。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

アジア的英語が共通語になる可能性

ところで、日本は文化を受け入れてしま

ったのですが、困ったことに、人をあまり

受け入れない国です。アメリカは人も文化

も受け入れる国。フランスは、人をたくさ

ん受け入れている。フランスにとって苦し

い問題は、合法、非合法に入ってきた人を

含めて、イスラム教徒が人口の15％いるこ

とです。だから、フランスは人を受け入れ

たけれども、文化は拒否しているのです。

ところが、日本は文化は勝手に入ってくる

けれども、人はあまり受け入れない。ここ

のところをオープンにする必要がある。

文化というのはレイアー（重層）ですか

ら、そんなに席巻されてしまうことはな

い。だから、受け入れて、ごった煮的なと

ころが出てくるが、では、共通語はどうだ

ろうか。

多分、共通語は英語になるだろう。非常

にアジア的な英語ができ上がってくるので

はないか。英語というのは非常に自由で

す。だから、アジア的英語のごった煮の中

から新しいアジアの共通文化が出てくるの

ではないかなと思います。

コール 陳さんは、どうでしょうか。

陳 2点、お話します。1つは哲学の問題、

もう1つは実践の問題です。

1988年から交換留学生として早稲田で勉

強し、91年に帰り、その後、3年ごとに日

本に来ています。この時期はちょうど日本

が非常に大きな変化を遂げた時期。中国も

同じように大きな変化を遂げています。そ

の中で、うれしいことと心配事がありまし

た。

うれしいことは、日本の多くの面で、発

展過程の中国と相互補完性が非常にあると

いう点です。日本経済がよければ、中国経

済もよくなってきます。相互補完性は長く

続くと思います。ただ、その後は、競争関

係になるかもしれません。

アジアに欧州並みの統合は可能か
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

日中間の感情、悪い方向にあるのが心配

心配なことは、この10数年の間に日中の

国民の間の感情的なものが、非常に悪い方

向に向かっている点です。お互いに非常に

嫌いな感情、無視するという感情、お互い

の利益に関心が足りないような感情、それ

から誤解による感情問題があります。

今、言論が非常に自由になってきていま

す。中国も同じです。自由になりますと、

メディアの面で非常に極端な言論が出てき

ます。その極端な言論により、お互いの感

情に傷をつけたり、心に傷をつけて非常に

心配です。しかも言論がごく少数の人の手

に握られているのです。それは非常に怖い

ことです。

多くの人が相互依存関係、相互信頼関係

を築き上げるべきだということをお話した

い。

まず1つは、双方の知識、情報、文化、

社会などの面での十分な正しい理解をする

ための情報が必要ということ。現実には、

日中双方の政府やその関係者たちは双方の

情報について十分理解していないところが

あります。

2つ目は、重要な問題についての共通認

識が必要です。例えば未来に対する判断、

情勢判断、共通の価値観、戦略などです。

3つ目は、双方の交流の中で、互いのいい

ところを必ず伝承し、それを守ること。

4つ目は、競争と協力は並行的に行うこ

と、適度な競争は非常にいいです。

5つ目は、いいものを相手の国に輸出し、

相手のいいものを導入することです。日本

の社会は非常に効率の高い社会です。中国

社会はまだ非常にルーズなところもあり、

この面で相互補完性があると思います。

6つ目は、持続的に交流などを行い、中

断しないことが大事です。80年代には、日

本の文化が、日本の映画とかテレビのドラ

マなどを通じて中国に入ってきた。最近は

アニメが多い半面、日本の映画などは非常

に少なくなっています。

7つ目の交流は、利益の面での相互補完

性です。相手はどういうものを求めている

のかということを知る必要があります。例

えば日本が国連の常任理事国になりたいと

いうことですが、実現した後に世界の安全

に貢献があるのなら、中国も必ず支持しま

す。もし日本がアメリカ一辺倒ならば、中

国は多分、支持しないでしょう。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

文化の長期的交流進めれば状況変わる

それから、文化産業を発展させなけれ

ば、多くのコンテンツを提供することもで

きない、かつ世界においてもコンテンツの

競争力を上げることができないということ

です。文化産業においては中国は国内の競

争力もなく、国際的な競争力もないので、

文化産業を守って発展させる必要がありま

す。中国政府は今、開放の中で、保護措置

をとっております。外来のものは拒絶して

いませんが、開放の中で守ることを行って

おります。アメリカの映画が多く中国に入

ってきています。そして、日本がこのチャ

ンスをつかんで中国に文化産業、文化的な

118866

第二回アジアシンポジウム＜第3セッション＞



ものを輸出してもらいたいということです。

特にオリンピック前にはもっとその面の

力を強めると思います。携帯電話に関して

なぜ日本が中国の携帯市場で大きな役割を

果たせないのかという問題もあります。中

国人は日本のアニメを非常に好んでいる。

私は他の面でいろいろ日本の文化製品を中

国に入れてもらいたいと思います。

コール 塩崎さんは、政治交流とか日中の

可能性については、どうみていますか。

塩崎 政治家の交流に限定をすると、日中

とか、日韓もややそうですが、概して偉い

人たちばかりで、我々レベルぐらいだと、

例えば中国大使館の方が私の部屋に来られ

るようなことはまずありません。韓国大使

館の場合もほぼ同様です。しかしアジアの

他の国の政治家はというと、ASEANの政

治家とのつき合いはかなり緊密に行われて

います。

この間、東京での日・ASEAN特別首脳

会議では、ASEANの人たちとの会合が割

合ありました。定期的に会って親しくなっ

ているので、互いに行ったり来たりしま

す。ところが、中国の方がそういう会合に

出てこられることはほとんどないし、ある

いは出てこられても、別の会合に行くと、

違う人が出ておられるというふうで、なか

なか友達という関係にならない。これが私

は非常に残念です。

ASEAN＋3について認識内のコミュニ

ティーをしっかり確立しようというのが共

通の多分認識だろうと思うのです。経済の

面では、いや応なく進んでいくでしょう

が、問題は政治です。特に日本と中国、日

本と韓国の関係は、一番近そうで過去の歴

史の問題がいつもネックになっていてなか

なか難しく、このコミュニティービルディ

ングをどうしたらいいのかといつも思うの

です。もっとチャンネルを多く持ち、意識

的に関係をつくっていかないと、歴史的な

問題の克服はいつまでたっても出来ない。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

高校生段階から日中で人的交流を

人的交流の中で、統計上、留学生に扱わ

れていないジャンルがあります。それは高

校生の留学です。私は高校生時代アメリカ

に1年、経験をしましたが、日本が受け入

れる場合、例えば中国や韓国から日本の家

庭に入ってもらいホームステイで1年間と

いったプログラムがほとんどない。最近少

しずつ外務省とか文部科学省の中でそうい

うプログラムをやろうとしています。それ

が、今回、特別首脳会議において、人的交

流を深める一環として高校生レベルの留学、

アジアに欧州並みの統合は可能か
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交換も重視しようということになったこと

は大変明るい話題です。

例えばアメリカン・フィールド・サービ

ス（AFS）というプログラム。毎年、世界

中から3000人の高校生がアメリカの家庭に

1年間住むのですが、これを50年間も続け

ていたら、どれだけ多くの人が、アメリカ

を理解することになるでしょうか。今、日

本では日本とタイとか、日本とチリとか、

日本とドイツとか、お互いに1年ずつ家庭

に入れてやっているのです。

私は、歴史問題を解決する最良の方法

は、アジアの若い人たちが日本での生活を

通じ、日本人は言うほど悪くはないという

ことを肌で感じてもらうことだろうと思い

ます。大学で留学し生活面で苦労され、も

う2度と日本に来たくないと思って帰られ

るよりは、まず高校で言葉はすべて克服し

てもらい、そして再び大学のときに来ても

らうようにしないといけない。そういう若

い時から人間的に触れ合い、異国の人をお

父さんとかお母さんとか呼べるような関係

をつくっていくことが非常に大事だと思っ

ています。

コール 張さん、日本と中国のFTA（自

由貿易協定）はいつからできますか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

日本アニメ、漫画も交流のキーワード

張 私には15歳になる娘がいます。北京の

新華書店に娘と一緒に本を買いに行ったと

き、娘に対し5冊、本を買ってあげるから、

自分で選びなさいと。すると、老子のもの

とか、史記という中国の古典の本を娘が選

ぶのです。どうして古文なのかと聞くと、

簡単なことでした。老子、孟子いわく、荀

子いわくというような漫画が中国にあり、

彼女は小さいときに、それを通じて中国の

古い文化に興味を持ったようなのです。漫

画などがカギです。娘は日本のアニメや漫

画が好きです。いろいろな漫画やアニメの

物語が今中国にありますが、これらを通じ

た文化の交流は理解を深めていく上で重要

だと思います。

ところで、日本はアジアの国なのか、東

アジアの国なのかという問題があります。

日本は、1868年の明治維新で開国し、世界

で最も発達した国の1つになり、同時に西

洋化を図りました。でも、東洋の国なので

す。文化、家庭の価値観など見ましても、

日本はやはり東洋の国、東アジアの国だと

思います。同時に、一番早く世界の経済シ

ステムの中に参入していった東アジアの国

です。

中国は大変大きな国で、日本のように、

西洋に学ぶ、近代化をすることはどのくら
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いの年月がかかるかというと、それは文化

の角度から言いますと、500年ぐらいかか

るかもしれません。もしかしたら500年後

は、西洋の文化がまた振り子のように東洋

から西洋の方に戻っていくような現象があ

るのかもしれません。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

構造改革、焦点定まらぬ日本に問題

私は経済構造の変化を分析しています。

60年代、70年代、アメリカはまさに工業社

会からポスト工業社会への転換という段階

にありました。そして製造業の生産力、経

済全体を見ると、地盤が沈下、低下する状

態にありました。そのとき日本の企業は大

変強い競争力があり、アメリカは構造転換

を余儀なくされた状況があるのです。10年

ほどかけてアメリカは改革を行い、競争力

が強まりました。そして、新しいイノベー

ション、そのようなソフトの環境が大変フ

レキシブルな形で生まれ、IT革命が出たと

私は見ております。

では、なぜ日本はその後、低迷している

かということです。日本はいずれも工業社

会からポスト工業社会への転換というプロ

セスで、本当は制度の改革が必要だったの

です。

日本は、ここ10年、どう改革をするか、

ずっと状況が定まらない。日本の近代化は

ある意味では二元的な構造だと思います。

世界でも一番すばらしい企業があって、産

業があって、製品があって、競争力があり

ますが、一方で一番脆弱な部分もある。例

えば農業ですね。物流の部分でもそうだと

アジアに欧州並みの統合は可能か
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思います。日本は本当の門戸開放をしてい

ません。

アメリカは日本に追い上げられた中で、

ニューエコノミーが生まれた。そこは感謝

すべきなのです。では、日本はだれに感謝

すべきか。そのカギはFTAでないでしょ

うか。

いずれ中日間の協力、FTAで、日本は

中国に感謝しなければならなくなると思い

ます。日本と中国、韓国、そして東アジア

の国々が、もしも貿易や投資、各方面での

障壁をなくすことができたら、日本は競争

力のないローエンドの製品は淘汰されてい

き、そこに中国が入っていく。日本はポス

ト工業化時代、知的な製品へと移行してい

く。それらを通じて、日本を含め東アジア

全体が繁栄していくのだと思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

FTAは政経分離でやれる

なぜ中国がFTAをやりたいかというこ

とです。中国の近現代の歴史、日本の近・

現代史を見ますと、1つの法則があります。

それは外力です。外の力があって、その推

進のもとで改革や開放をしていきました。

中国も20年あまりの改革はやはりそうでし

た。中国はFTAで、すべてをリードした

いのではありません。中国の国力は日本の

4分の1でしかないので、実際にやろうとい

っても、それは無理です。私が言いたいの

は、FTAは日本、中国それに韓国、そして

東アジアの経済にとってもメリットがある

という点です。

だれが主導権を持つかというようなこと

については、棚上げにして、まずは協力と

いう観点から進めるべきでしょう。経済と

政治は原則不可分ですが、場合によって

は、分割して考えることもできる。

FTAの問題に関しては、政治と経済を

一たん分けて考えることができると思いま

す。例えばセンシティブな農業の問題など

について、どうすれば相手側の利益を損な

わず、少しずつ段階的に仕切りのある製

品、農産物についての門戸を開放するかと

いうこと。基本的な共通認識が生まれコン

センサスがあれば協力は可能と思います。

コール 周さん、日中の可能性について幅

広な発言をしていただきたいのです。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

過去500年に3つの欧米発の

アジア大転換

周 この500年、アジアや、世界をひっく

り返したヨーロッパあるいは欧米発の大き

な転換は3つありました。1つは大航海で、

ヨーロッパ人は直接アジアと取引できるよ

うになった。次は産業革命。3番目が今の

情報革命です。これらの大転換は、そのつ

どパラダイムシフト、パワーシフトを引き

起こし、世界、そしてアジアの秩序をひっ

くり返した。

大航海時代では、アジアで唯一の恩恵に

あずかった国は多分中国だと思うのです。

南アジア、東南アジアの国々はめちゃくち

ゃにされた。中国は17世紀、18世紀に、ヨ

ーロッパとの大規模な貿易で歴史上なかっ

た大繁栄を築き上げました。

産業革命ではアジアは、恐らく日本が唯
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一恩恵にあずかった。逆に中国が大混乱状

態に陥れられた。しかも、その中でおもし

ろいのは、ヨーロッパの発想がアジアの

国々の関係にもかなり影響した。例えば産

業革命以降のアジアの国家の発想はパワー

ゲームになってしまい、ゼロサムゲームに

なってしまった。日中間の不幸の時代もこ

うした背景の中で出てきたのです。

アジアの国々はキャッチアップを図って

きた。欧米にめちゃくちゃにされた後に、

追いつこうとして工業化を一生懸命やって

きた。いろいろな国が様々なプロセスで頑

張ってきた。その結果、日本、中国、東南

アジアを含めて、アジアは今、世界最大の

工業基地になった。しかし、最大の工業基

地になった途端に、あるいはなりかけたと

ころで情報革命が起きた。これがまたアメ

リカ発だったのです。そして今、何が起き

ているかというと、新たなパワーシフト、

パラダイムシフトが起きて、同時に社会の

構造変化をもたらした。パラダイムシフト

はアジアの国々の国内の社会構造変革と同

時に、アジアの国際関係の社会構造変革を

もたらしているのです。

例えば日本は、工業経済社会において非

常に均質で平等な社会システムをつくった。

でも、これは今、これ以上維持できなくな

ってしまった。あるいは情報革命の中で、

さらに違う社会構造にならざるを得ないと

いう局面に来た。中国の場合は、農業経済

社会から一気にいま工業経済社会と情報経

済社会、あるいは知識経済社会に入ろうと

している。社会の構造変革、あるいは変化

は大規模かつ短期間で起こっています。

それと同時に、国際社会においても大き

な構造変化が起きている。今まではゼロサ

ムゲームだったが、今ウイン－ウインゲー

ムになる可能性もあるし、ならないとだめ

だという時代がやってきた。さらに、それ

ぞれの国の多様性が極めて大事になり、哲

学を新たにつくり出さなければいけない時

代が来た。まずパワーゲームの発想を捨て

なければいけない。どうやって新しいウイ

ン－ウインゲームの発想を、哲学をつくり

出すか。アジアの国々にとってこれは非常

に大事な話です。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

アジアの多様性活用が統合に重要

今、アジアの国々がいろいろな発展段階

にあって、いろいろな個性を持っている。

これらの多様性はFTAとか経済統合にと

っては難しい問題だと見る専門家が実に多

い。しかし発想を変えれば、多様性はかえ

ってアジアで一番将来性のあるところです。

アジアに欧州並みの統合は可能か
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多様性は、知識経済の中で一番のリソース

になっている。同じ考え方を持った人たち

が、一緒に知識の生産をやると生産性はあ

まりない。やはり違う発想の人が一緒にな

って刺激し合って知識の生産が効率よくで

きる。

逆に言えば、工業化においてはアジアは

百何十年かけて今日まで来て、ある程度、

成果をおさめている。情報化社会、あるい

は情報経済、知識経済の中で、アジアが早

くキャッチアップしようとするなら、この

多様性を維持し、活用しなければいけな

い。この多様性がいま物すごく大事なので

す。

その意味で、さきほどの横山さんの話に

は99％賛成するが、1つだけ賛成しないの

は、アジアの言葉を英語にしてしまうとい

う考えです。英語にしてしまったら、アジ

アの多様性がなくなってしまう。違う思考

回路を持つ人たちと交流をすることによっ

てもたらす生産性が、ますます大事になっ

てくる時代なのです。

これからアジアは情報革命がもたらすパ

ラダイムシフトの中で、自分の国の社会構

造改革、変革をどんどんやっていくと同時

に、アジアの国際社会の構造改革をやらな

ければいけない。そこで哲学が、パワーゲ

ームからウイン－ウインゲームになる。さ

らに多様性を重視することはアジアの未来

にとって非常に大事だと思っております。

コール 今の意見どうですか、横山さん。

横山 何度も申し上げますが、覇権主義で

はない。いま言われたように、ウイン－ウ

インゲームができるのであったら、覇権主

義ではない。だからといって、中国対日本

のサッカーチームが戦えば、日本人は日本

チームを応援するし、勝てば喜ぶし、それ

は当たり前なのだというのが前提。

私は英語にしてしまえと言っているので

はなくて、英語をアメリカの表現から取り

上げることを言っているのです。アジア的

表現の英語が共通語としてあって、だか

ら、我々は日本語をしゃべり、ひょっとし

たら北京語をしゃべり、共通語として非常

にアジア的になった英語もしゃべる。ヨー

ロッパ連合（EU）に働く通訳の数は、異

常だと思います。あの実態を知っていれ

ば、自国の言葉にこだわるのは大いに疑問

だと思います。

コール ヨーロッパ統合も歴史の問題、言

葉の問題等いろいろあったのですが、割と

うまくできました。一つ大事なことは国を

越える国家プロジェクトがあったこと。例

えば70年代では、ヨーロッパで飛行機をつ

くろうと、エアバスを計画した。翼はドイ

ツで、エンジンはフランスで、キャビンは
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ほかの国でつくって、一緒に仕事をする

と、だんだん統合できるようになっていっ

た。日本、中国、国を越える国家プロジェ

クト、アジアエアバスとか、これは可能性

はあるのでしょうか、なぜやらないのです

か。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

ASEAN＋3の枠組みが落ち着き所

塩崎 先程、FTAの話がありましたが、本

当はASEAN＋3が多分割と落ちつきのい

いコミュニティーで、何か共通のことをや

るのであれば、このベースが一番いいと思

うのです。

その中で、さっき覇権主義はいけないと

いう話がありましたが、FTAも、ASEAN

と中国がやろうといった直後に、日本も

ASEANとやろうということで、やはり中

国と日本はいつも心のどこかに競争関係に

あるのですね。

あまり経済のわからない政治家の中には、

アジア圏内で円を共通通貨にしようとか、

そういう非現実的なことを言う人が結構、

多いのですが、そこには元ではないよ、円

だよというパワーゲーム的な意識があるの

ではないかと思うのです。だから、何らか

の共通のプロジェクトができればいいので

しょうが、それといつもどこかに競争心が

あるため、それが邪魔をしているのではな

いかと心配しています。

私達としては、それはそれで夢のあるプ

ロジェクトがあれば、そんな競争心などは

乗り越えてやるということでしょうが、け

れども、それよりも中国と日本が、踏み台

になって新しいアジアのコミュニティーを

つくるために、いつも互いに意思疎通がで

きるような関係をつくるプロジェクトの方

が大事だと考えます。

コール 馬さんは？

馬 日本の多くの企業は、中国が開放した

初期に、香港、台湾以外では非常に早く入

ってきた。ところが90年代以降、中国での

動きを見てみると、日本企業の成果は西側

の企業よりも少ないのです。

例えば自動車で言いますと、アセンブリ

ーメーカーでは85年にドイツのワーゲンが

中国での現地生産に踏み切った。そのとき

にトヨタは、中国との自動車の貿易にこだ

わっていた。いまワーゲンは中国で大きな

利益を上げています。トヨタとの違いは明

らかです。

それから携帯電話。韓国の現代、あるい

は日本のNECなど、企業のミクロ的な協

力の面でどうして違いが出ているかといい

ますと、考えるべきものが3つあります。

アジアに欧州並みの統合は可能か
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

日本企業は中国市場をまだ信用していない

まず中国の研究者から見ると、日本企業

は戦略的な面が足らない。短期的な利益だ

けを考え、中国市場の拡張、あるいは将来発

展といったものはあまり考えない。

第2に、中国市場を信用していないよう

に見受けられる。自分の新製品、新技術を

極力早く中国市場に投入することをしない。

例えばワーゲンは、世界で最も新しいタイ

プのクルマを中国に投入している。A6、

A7シリーズなど。これに対して日本の自

動車メーカーはここ2年間、ホンダがやっ

と新しいものを入れたぐらいで、どこも日

本で終わったモデルを中国に入れている。

その結果、無意識的に中国の市場をほかの

自動車メーカーに譲ってしまっている。こ

れでは信頼が生まれず協力も成功しません。

それと、中国の企業と協力するときに不

平等があります。日本人や企業の印象は、

お高くとまり、優越感を持っていることで

す。おれは技術がある、資

本を持っている、新製品が

ある。おまえと協力するの

だから、おれの言うことを

聞けという態度です。

そうすると、多くの中国

企業は競争の中でほかの企

業を相手として選ぶように

なり、日本を選ばなくなる。

国家レベルのマクロ的な協

力をやるときには、中国の

製造業市場をあけることを

望むのに、中国の農産物は日本に入ってく

るなというわけです。これでは不平等で

す。また企業の投資の中で、常におれはお

まえより強いという意識が見えます。おれ

はおまえよりいいという意識ですから、ネ

ゴの過程でも不平等で、対等でないという

印象を与えます。

その結果、中国側は協力相手について

は、ほかの国を探そうということになりま

す。最も大きな協力相手は今や日本ではな

くなっています。これは重要なことです。

コール 最後にパネリストの方に、日中の

新しい可能性について一番大事なことは何

かをききたい。陳さんから。

陳 では2つ。日本にはいいものがたくさ

んある。ただ、中国では文化、企業の面で

これが十分に表現できていない。示せてい

ない部分があると思う。例えばトヨタとの

問題です。トヨタは大変すばらしい企業だ

と中国人は思っています。しかし中国にお

いて、トヨタの優位性と見合うようなもの

がなかなか見つからなくて浸透しなかった。
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大変惜しいですね。

もう1つは、我々の間で何らかのメカニ

ズムができないか。つまり、今、部門別、

類別のものをやるというよりは、もっと包

括的な協力のシステム、メカニズム、例え

ばいかに交流するか具体的なものをもっと

プランニングして話し合うことができれば

と思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

観光客の相互交流が日中関係変える

横山 今、馬さんの話を聞いていて、やは

りすれ違いがかなりあるなという感じがし

ました。今後どういうことが起こるかとい

うと、多分中国からの観光客が日本に3000

万人ぐらい来るだろう。今後10年とか15

年、20年ですね。それから、華僑、華人と

言われる中国以外に住んでいる中国人が

1000万人、それから韓国人500万人、その

中で5000万人ぐらい日本に観光客が来る時

代が来るだろう。

今は中国には3500万人の外国人観光客が

来ているのだから、おかしな数字ではない

のですが、そういう時代にいろいろな人が

日本に来る。1回だけの熱烈歓迎ではなく

て、何度も日本に来るようになる。そうす

ると、一体どういう人たちだというのがも

っとわかるようになるだろうと思うのです。

それは時間と中国の経済力とかそういうも

のと関係していて、少なくとも過去は馬さ

んのおっしゃった部分かもしれないけれど

も、これから先のところでは大分違うと思

います。

馬 簡単に申し上げましょう。それはFTA

であっても協力であってもいいのですが、

やはり相手を信じることが重要です。そし

て、自由な協力が発展をもたらすと思いま

す。

塩崎 去年は日本の経済がまだひどい状態

だったものですから、日本は中国経済のこ

とを怖いと思い、一方、中国側も日本の真

実を見ていない面もたくさんあり、それで

すれ違いが発生してしまったと思うのです。

ともかく人間関係が基本で、同じ人に何度

も会うことが一番大事であって、そういう

面での交流をいろいろな形でやっていくこ

としかないのでしょう。FTAの問題も、お

互い疑心暗鬼にならないように等身大の相

手の姿を見ることだと思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

6カ国協議での中国の指導力発揮は重要

もう1つ、一番短期的に、日中関係をさ

らによくするのは、朝鮮半島の問題を今の

6カ国のフレームワークの中でお互いに汗

をかいてちゃんと解決することです。特に

今、中国が非常にいいリーダーシップをと

っておられるので、ここで成功することに

より日中間にまたワンステップアップの関

係が結べるようになるのではないかなと思

います。

張 よく経済的なデータを見るのです。そ

うすると、大変困ることが多いのです。中

国は韓国の最大の輸出国であると同時に、

韓国の最大の投資国でもあります。日本

も、中国にとりまして最大の貿易パートナ

ーです。そして、中国は日本にとって最大

の輸入国となっています。輸出もそうで

アジアに欧州並みの統合は可能か
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す。ことし1－10月で日本から中国に輸出

された製品の伸び率は40％以上。それなの

に、この3カ国の協力や意思疎通がこれだ

け難しいとは、どういうことなのでしょう

か。中国人、日本人、韓国人それぞれに責

任があると思うのです。

コール 周さんはいかが。

周 日中間は、生産的で適切な緊張関係と

信頼関係をいかに築くかが一番大事です。

非生産的な緊張関係をいかに最小限に抑え

るか、あるいはなくすか、ということです。

日中間の交流はこれから本格期に入りま

す。ここで本格的な交流をきちんとやらな

いといけない。政治家同士の本格的な討論

や交流、官僚同士の本格交流、文化人の本

格交流等々やらなければいけないのです。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国屋・日本屋の時代から

NPOベースの交流へ

今までの日中間の交流は、いわゆる日本

屋さんと中国屋さんに任せていました。こ

うした方々は一生懸命やってきたが、いま

の時代に入ってくると、それぞれの国で責

任を持っている人たち同士が交流を進めて

いかないと、本格的な交流期に対応できな

いのではないかと思うのです。

もう一つは、NPOで交流拡大を図ること

です。言論NPOで今回のような取り組み

を行うのは大変大きな意味を持つ。社会構

造変化の中でNPOが第3の極として登場し

てきているわけです。NPOという新たな交

流の場を作り、定期的に密度の高い交流が

ここで実現できれば非常にいいなと思って

います。

コール 非常にすばらしくて、みんな意見

がある、話したい、交流したい。もしでき

れば来年同じ議論は東京ではなくて、中国

の北京の方でやってみたいと思います。

邱 我々も心から率直に交流を続けていき

たいと思います。

率直に申して、日本と中国は確かに歴史

的な縁があり、共通の利益、将来に対する

共通の希望もあります。同時に、まだ多く

の阻害要因も存在しています。

今回日本に参りますと、何かヨーロッパ

にいたときと違う感じを受けるのです。携

帯が日本では通じないのです、ヨーロッパ

では通じるのに。少なくとも携帯電話、相

手のところで通じる携帯電話、あるいはそ

このインテリジェントカードみたいなもの

を入れれば通じるというふうになればいい

なと思うのです。

人的な交流も塩崎先生がおっしゃったよ

うに、高校生から始める、これは非常に大

切だと思います。子供たち、若者には偏見

がない、率直に相手の社会の中に溶け込む

ことができる、相手のことを理解すること

ができるからです。これは協力の基礎だと

思います。

我々には友好の基礎、協力の基礎が存在

しています。今後、多くの交流を積み重ね

ることによって、大同を求め小異をなくす

ことができると思います。共通の面を、コ

ンセンサスを広げることができると思いま

す。そして世界の中でアジアの中で、とも

に重要な役割を果たしていくことができる

と思います。
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